
蒔
箱
手
袋
箱
岡
案

色
蒔
縮
葉
巻
入
圏
案

陶
製
菓
子
盛
器
闘
案

銅

牌

西

洋

食

器

圏

案

蒔
箱
莫
用
器
圏
案

色
蒔
箱
手
袋
箱
圏
案

蒔
給
巻
莫
入
岡
案

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
十
一
ー
四
。
T
．
ニ

・
一
・
一
四
〕

〇
閥
野
小
場
雨
氏
の
蹄
京
寝
託
闊
野
貞
氏
と
共
に
、
朝
鮮
古
墳
内
の
装
飾
甕

〔大
正
元
年
〕

取
調
並
び
に
摸
窯
の
た
め
に
赴
か
れ
し
小
場
〔
恒
吉
〕
助
手
は
、
客
年
十
二
月

七
日
蹄
京
せ
ら
れ
、
開
野
氏
は
同
月
十
五
日
蹄
京
せ
ら
れ
た
り
。

〔大
正
元
年
〕

0
石
田
〔
英
一
〕
助
赦
授
の
解
除
去
年
十
月
下
旬
勤
務
演
習
の
た
め
召
集
せ

ら
れ
し
同
氏
は
、
十

一
月
十
四
日
を
以
て
、
召
集
を
解
除
せ
ら
れ
た
り
。

0
岩
村
〔
透
〕
赦
授
外
三
氏
の
陸
等
〔
向
匹
彗
一
月
十
四
日
付
を
以
て
岩
村
数

同 同

浅
野

飯
野

伊
藤

員
伍豊

石
川

東
京

京
京

、
0
三
野

雅
堂廉

東
京

群
馬

藤
村
喜
四
郎

前
田
健
次
郎

0
伊
井
禰
之
助

0
本
校
岡
案
科
卒
業
生
生
徒
の
受
賞
先
頃
よ
り
農
商
務
省
商
品
陳
列
館
に
て

開
催
中
な
る
第
六
回
商
品
改
艮
會
に
於
て
、
十

一
月
十
九
日
稜
表
せ
ら
れ
た
る

各
種
圏
案
の
受
賞
者
中
、
本
校
圏
案
科
の
卒
業
生
、
生
徒
諸
氏
に
し
て
、
賞
選

に
入
り
た
る
も
の
左
の
如
し
。

(
0
印
卒
業
生
）

金

牌

日
本
各
時
代
意
匠

應
用
陶
器
皿
園
案

銀

牌

京
都

0
加
藤

卓
爾

授
は
高
等
官
三
等
に
、
白
山

〔松
哉
〕
教
授
、
寺
崎
〔
広
業
〕
数
授
、
古
宇
田

〔実
〕
赦
授
は
、
各
高
等
官
四
等
に
陸
叙
せ
ら
れ
た
り
。

0
岡
田
隅
託
の
名
魯
本
校
暖
託
の
エ
學
士
岡
田
信

一
郎
氏
は
、
大
阪
公
會
堂

〔大
正
元
年
〕

の
設
計
案
競
技
員
十
五
名
の
中
に
撰
ば
れ
、
昨
夏
来
設
計
中
な
り
し
が
、
去
る

十
一
月
二
十
九
日
審
査
成
績
を
稜
表
せ
ら
れ
た
る
結
果
に
よ
れ
ば
、
同
氏
は
一

等
嘗
選
者
と
し
て
、
金
三
千
園
を
阻
典
せ
ら
れ
た
り
。

〇
闘
壷
師
範
科
規
定
中
の
改
正
也
騰
十
二
月
十
八
日
付
を
以
て
、
明
治
四
十

年
稜
布
の
文
部
省
令
第
十
八
琥
本
校
岡
盟
師
範
科
規
定
中
左
の
通
り
改
正
せ
ら

れ
た
り
。

第
四
條
第
一
項
中
「
地
方
長
官
」
ヲ
「
営
該
學
校
長
」
二

、
同
條
第
二
項
中

「地
方
長
官
」
ヲ
「
學
校
長
」
二
改
ム
。

本
令
ハ
公
布
ノ
日
ョ
リ
之
ヲ
施
行
ス
。

如
上
改
正
の
要
旨
は
、
従
来
師
範
科
生
徒
志
願
者
は
、
地
方
長
官
即
ち
道
鹿
府

縣
知
事
よ
り
推
薦
し
来
り
た
れ
ど
も
、
今
回
之
れ
を
被
推
薦
者
の
出
身
學
校
長

よ
り
直
接
本
校
へ
推
薦
す
る
こ
と
4

な
り
た
る
も
の
に
し
て
、
此
改
正
に
伴
ひ

て
、
本
校
規
則
中
に
掲
記
せ
る
同
科
規
程
も
ま
た
従
ひ
て
改
正
せ
ら
れ
た
り
。

①

東
京
工
芸
図
案
競
技
会

明
治
四
十
四
年
末
、
東
京
府
は
工
芸
の
発
展
を
推
進
す
る
計
画
を
打
ち
出

す
。
―
つ
は
、
第
二
回
勧
業
展
覧
会
に
一
万
円
の
補
助
金
を
決
め
来
年
度
予
算

に
計
上
し
た
こ
と
。
も
う
―
つ
は
、
工
芸
意
匠
家
奨
励
の
図
案
競
技
会
を
翌
年

二
月
一

、
二
日
に
開
く
こ
と
に
し
、
そ
の
出
品
規
則
を
発
表
し
た
こ
と
で
あ
．

る。

関

連

事

項
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図
案
競
技
会
に
つ
い
て
は
『
美
術
新
報
』
第
十
一
巻
第
二
号
（
四
十
四
年
十
二

月
）
に
「
出
品
は
和
洋
家
具
指
物
と
し
、

小
な
る
は
賓
物
大
、
大
な
る
は
二
分

の
一
乃
至
五
分
の
一
と
し
一
月
廿
五
日
ま
で
に
農
商
課
へ
差
出
さ
し
め
（
出
品

申
込
は
一
月
十
五
日
迄
）
審
査
の
上
優
秀
品
一
等
（
二
個
）
に
賞
金
五
十
圃
、
二
等

（
五
箇
）
に

二
十
圃
、

三
等
（
二
十
五
箇
以
内
）
に
五
圃
づ
4

の
賞
金
を
附
興
し
、

基
優
品
は
製
作
家
に
命
じ
て
賓
物
に
製
造
せ
し
む
る
等
の
保
護
に
力
め
」
と
あ

る。
同
会
は
、
予
定
ど
お
り
東
京
府
農
会
楼
上
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
総
出
品

数
は
約
二
百
二
十
点
で
、
東
京
、
京
都
、
富
山
、
静
岡
か
ら
の
出
品
が
多
か
っ

た
。
ま
た
、
和
洋
家
具
指
物
の
課
題
に
蔀
っ
て
出
さ
れ
た
図
案
は
、
飾
棚
、
書

棚
、
衝
立
、
手
箱
、
鏡
台
、
茶
器
な
ど
で
、
純
洋
式
の
も
の
も
あ
っ
た
が
、
藤

原
時
代
や
足
利
時
代
の
様
式
を
応
用
し
た
も
の
が
比
較
的
多
か
っ
た
。
審
査
の

結
果
は
一
日
に
発
表
さ
れ
、
二
日
に
授
賞
式
が
あ
っ
た
。
受
賞
者
は
、
△
一
等

0

0

 

隅
棚
森
田
潔
、
色
着
絵
書
棚
山
崎
陽

一
、
客
室
兼
用
居
間
家
具
其
二
小
林
兼

0

0

 

雄
、
飾
棚
山
田
薫
、
蒔
絵
手
筈
飯
野
真
吾
△
三
等
加
藤
卓
爾
、
山
田
由
太

゜

郎
、
大
崎
庄
吉
、

森
垣
栄
、

中
村
順
平
、

西
村
辰
次
郎
、

森
雪
嶺
、
上
関
健

0

0

0

 

0
 

次
郎
、
仙
石
貫
造
、
藤
村
彦
四
郎
、
小
川
正
雄
、
福
井
鴻
逸
、
杉
本
末
男
、
伊

0

0

 

藤
豊
、
国
井
吾
光
、
和
田
順
顕
、
堀
田
誠

一
、
沖
田
菩
太
郎
、
中
西
乾
、
富
山

県
工
芸
学
校
尚
美
会

以
上
の
入
賞
者
二
十
五
名
中
、
十
二
名
(
0
印
）
が
本
校
の
卒
業
生
ま
た
は
生

徒
だ
っ
た
。

②

博
物
館
、
動
物
園
、
各
種
展
覧
会
観
覧
心
得

本
校
生
徒
お
よ
び
職
員
が
無
料
観
覧
の
承
認
を
得
た
東
京
帝
室
博
物
館
、
動

物
園
、
各
種
展
覧
会
を
観
覧
す
る
際
の
規
定
は
特
に
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
大
正
元
年
九
月
に
至
り
、
学
校
当
局
は
標
題
の
規
定
を
定
め
、
観
覧
に

制
限
を
設
け
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
今
後
生
徒
が
引
率
者
な
し
で
観
覧
す
る

場
合
は
休
業
日
も
し
く
は
平
日
の
午
後
の
み
と
し
、

教
務
掛
か
ら
観
覧
証
（
一

枚
一
人
当
日
限
り
）
を
貰
い
、
本
科
生
と
撰
科
生
は
制
服
制
帽
に
靴
、
研
究
生
は

制
服
ま
た
は
洋
服
に
靴
を
穿
き
、
会
場
入
口
で
観
覧
証
を
渡
し
、

「
相
当
の
挨

拶
」
を
し
て
か
ら
入
場
す
る
。
教
官
も
生
徒
引
率
の
場
合
は
校
長
の
許
可
を
受

け
て
か
ら
観
覧
証
を
貰
い
、
官
職
氏
名
を
記
し
た
名
剌
と
と
も
に
受
付
に
渡
し
、

「
相
当
の
挨
拶
」
を
し
て
入
場
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
な
お
、
文
展

観
覧
に
つ
い
て
は
毎
年
文
部
省
か
ら
次
の
よ
う
な
通
牒
が
発
せ
ら
れ
て
い
た
。

貴
校
教
員
並
生
徒
ノ
美
術
展
覧
會
〔
文
展
〕
ヲ
観
覧
ス
ル
場
合
ハ
入
場
料
ヲ

要
七
サ
ル
コ
ト
ニ
取
計
置
候
慮
入
場
ノ
際
ハ
教
員
ニ
ア
リ
テ
ハ
必
ズ
官
職
氏

名
ヲ
明
記
シ
タ
ル
名
刺
ヲ
受
附
掛
二
提
出
ス
ヘ
ク
生
徒
ニ
ア
リ
テ
ハ
必
ズ
制

服
制
帽
ヲ
着
用
ス
ヘ
キ
様
御
示
達
相
成
度
此
段
及
通
牒
候
也

大
正
三
年
十
月
十
六
日

東
京
美
術
学
校
長

正
木
直
彦
殿

追
而
東
京
高
等
工
業
学
校
圏
案
科
生
徒
ニ
ア
リ
テ
ハ
貴
校
長
ノ
証
明
書
ヲ

提
出
シ
タ
ル
者
二
限
リ
入
場
許
可
相
成
ル
ベ
ク
候
二
付
然
ル
ヘ
ク
御
取
計

相
成
度
此
段
申
添
候
也

（「
自
大
正二
年
至
同
三
年

文
部
省
往
復

庶
務
掛
」
）

文
部
省
専
門
學
務
局
長
松
浦
鎮
次
郎
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